
天文広域精測望遠鏡(VERA)アンテナの

超高精度のひみつ

　VERAとは「VLBI Exploration of Radio Astrometry」の略
称で、相対VLBIという手法を使って銀河系内のメーザー源の
位置をこれまでより100倍高い精度で三角測量し、銀河系の
3次元地図を作る計画です。国立天文台を中心に、多くの大
学や研究所からもさまざまな分野の研究者が参加して計画が
進められています。VERAはVLBI(超長基線干渉計)という電波
干渉計の一種で、
日本列島の4か所
(水沢、入来、小笠
原、石垣島)に設置
された直径20mの電
波望遠鏡を組み合わ
せて観測することで、
直径2300kmの電波望
遠鏡に相当する分解
能を得ることができ
ます。これにより、
月面上の1円玉の見
た目の大きさに匹
敵する位置測定精　　　　　　↑VERA観測局の配置
度が得られます。
　VERAの大きな特徴は、相対VLBIという特殊な観測手法に特
化されている点にあります。通常の観測では大気のゆらぎの
ために天体の位置を正確に測定できませんが、VERAでは近接
する2つの天体を同時に観測することで大気のゆらぎを打ち
消し、位置の精密測定を可能にします。VERAでは近接する
2つの天体を同時に観測できる「2ビームアンテナ」と、その
焦点に配置された2対の受信機を使って、最大2度離れた天体
を同時に観測し、相対VLBI観測を効率よく行います。このよ
うな2ビームアンテナは世界でも初めての試みです。
　この電波望遠鏡の紙模型を作りつつ、その超高精度の秘密
について探ってみましょう。

↑石垣島局の20m電波望遠鏡
直径20mのアンテナは鏡面の誤差が250μm
以下に保たれ、43GHzまでの電波を有効に
とらえることができます。重量は380tで、
台風銀座の石垣島への設置に備え耐風速
は90ms-1としてあります。

　2ビーム受信機→ 
2つの天体を同時に観測するために22GHzと
43GHz用には1対の受信機が搭載されており、
さまざまな天体のペアを観測できるように
1対の受信機の位置を3次元的に調整できま
す。また、天体の日周運動による画角の回
転を補正するために架台ごと回転します。

解説・紙模型設計・製作指導：阪本成一＠国立天文台 (c)国立天文台
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主鏡支持構造最外周
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親子で作るVERAアンテナ紙模型

熟練者コース(3/3)主鏡支持構造
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